
様式第２号（第７条関係） 

事 業 計 画 書（例） 

 

申請者名及び 

代表者名 
いずみ歯科医院  代表 泉正道 

事業の種類 
（事業の種類の番号に〇を付けてください。） 

 1 働き方改革  ２ 非接触型サービスの導入  ３ 生産性の向上に係る取組 

補助対象事業の

経費合計 

（税抜額で記載すること。） 

 

450,000 円 

補助金申請額 

（千円未満切り捨て） 

 

337 千円 

事業の内容 

(1)申請者の現状と課題（デジタル化の背景（動機）） 

当院は 20**年**月に創業した歯科医院である。 

当院では虫歯の治療や、*****と、様々な施術が出来る環境を整えている。また、最新

設備の導入により「歯科医療のデジタル化」を目指している。 

 

 

※ユニット：歯科医院の、様々な工具、機械が取り付けられているイスの事。 

 

新型コロナウィルスの影響により、患者は感染を恐れている。感染対策を欠く歯科医

院は患者が減り、しっかりと対策をしている歯科医院の患者は増加傾向にあり、感染対

策は必須と言える。 

 

 課 題  

タブレットを全ユニットに設置し、患者への説明（歯の映像を見てもらう）と、予約

確認で兼用していたが、診療中はずっと患者への説明に使う事になり、ほぼ予約確認シ

ステムが見れない状況だった。そのため、予約の変更、追加、キャンセルがあった場合、

受付担当者がそれを確認し、その都度、歯科医師や歯科衛生士に伝言するというアナロ

グ方式で、業務に大きな支障、混乱が生じていた。診療中の患者を待たせる事もあり、

顧客満足度にも悪影響が出る。 

 

また、新型コロナの影響で、事務長が顧問税理士や顧問社労士と、社外 web 会議をす

る機会が増えてきている。感染拡大防止のため、今後も web 会議は継続する必要があり、

今は前述したタブレットや個人のスマホを使って実施しているが、ファイルの共有など

が非常に難しく、効率的な web 会議に大きな支障が生じている。 

 

同時に、新型コロナ感染拡大防止のため、現状、非接触式電子温度計（来院者のおで

こに温度計を当てて、ボタンを押すタイプ）で、来院者の検温を行っている。検温時間

は１秒程度とは言え、来院者に直接接触するため、仮に来院者が罹患していた場合、従

業員に感染するリスクが高くなる。従業員が感染した場合、院を一時的に封鎖せざるを

得ないため、院の経営に大きな打撃を与える事になる。 

コメントの追加 [い社1]: 「どれに該当するか分からな

い」なら、 

全部に〇をつけて良いと思います。 

 

〇をつけ間違ってアウトというのは無いので。 

コメントの追加 [い社2]: 事業概要は簡潔に 

コメントの追加 [い社3]: 専門用語の説明 

コメントの追加 [い社4]: 業界の動き 

コメントの追加 [い社5]: 課題を書きます。 

 

導入製品が１つなら、 

課題も１つでいいでしょう。 

 

ここでは３製品買いたいので、 

課題も３つ書きました。 



備考 １ 欄が足りない場合は、適宜欄を広げて記載してください。 

２ この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。    

(2)デジタル機器等の利活用の目的とその内容 

・タブレットを３台 

・web カメラ付きノートＰＣ 

・非接触式電子検知器（サーモマネージャー） 

 

を導入する。 

 

タブレットを導入する事で、いつでも歯科医師、歯科衛生士が予約確認システムを見

れない状況になる。 

web カメラ付きノートＰＣで、顧問税理士や顧問社労士との web 会議中に、ＺＯＯＭを

しながら当院のデータを、税理士、社労士に共有（見てもらう事）が出来るため、コミ

ュニケーションミスが生じない。後日、データをメールで送るなどのムダな作業が減り、

打合せを円滑に行う事が出来る。 

サーモマネージャー導入により、来院者と従業員との直接接触がなくなる。 

事業の効果 

タブレット導入により、院全体の生産性が５％アップし、予約の確認ミスが無くなり、

診療中の患者を待たせる時間もほぼ無くなる。また、予約確認にかかる人件費の削減に

つながる（年間約 125 時間分の削減と推測）。 

ＰＣの導入による円滑な web 会議の実施により、担当者の作業効率が改善し、人件費

削減につながる（年間約 10 時間分の削減と推測）。 

院（従業員、患者）を新型コロナから守る事で、感染者発生による一時封鎖のリスク

を減らすことができる。また、安心、安全な歯科医院である事がアピールでき、売上ア

ップも期待できる。 

コメントの追加 [い社6]: ここでは、 

端的な変化を書きます。 

 

下段の「事業の効果」で、 

具体的効果を書きます。 

コメントの追加 [い社7]: ・何が 

・どれくらい良くなるか？ 

 

を、なるべく数字で示します 


